
1． 研究課題名

2． 対象患者

3． 対象となる期間 2017年　7月 ～ 2026年　3月

4． 実施診療科等

5． 研究責任者 氏名 佐々木　亮 所属 耳鼻咽喉科

6． 共同研究機関
（共同研究機関研究責任
者）

7． 研究の意義

8． 研究の目的

9． 研究の方法
（使用・提供する資料等お
よび外部に提供する場合
の方法等）

10． 個人情報の保護

11． 利益相反に関する状況

12． 連絡先

電話 0172－39－5099　　　　 FAX 　0172－39－5100

　個人情報（氏名・住所など）を含まない形でデータベース化されます。

弘前大学大学院医学研究科　耳鼻咽喉科学講座　　佐々木亮

　現在すでに全国から送られて学会事務局に蓄積された紙媒体の人工内
耳手術症例の術前データの氏名を除いてデータベース化して保存しま
す。

　本研究の対象者に該当する可能性のある方で，情報を研究目的に利用されることを希望されない患者
さんもしくは患者さんの代理人の方は，下記の連絡先までお申し出ください。

弘前大学医学部附属病院で診療を受けられる皆様へ

全国人工内耳手術症例データベース作成

　両側高度難聴の患者さんで、１９８５年４月１日から、20１７年３月３１日
の間に、人工内耳施行施設で人工内耳手術を受けた方

　本院では，下記の研究を実施しておりますのでお知らせいたします。

耳鼻咽喉科

　　日本耳鼻咽喉科学会では導入当初から人工内耳手術症例のデータの
学会への提出を施行医療機関に義務付け、適応基準に合致した適切な
症例選択等が行われているかどうかを評価してきました。現在そのデータ
が約1万例分学会事務局に保存されており、この貴重なデータをデータ
ベース化して、将来の人工内耳医療の有用性、安全性をさらに向上させ
るとともに、このような膨大なデータの蓄積・分析を行うことにより貴重な
情報が得られるものと考えます。

　　人工内耳手術症例データをデータベース化して将来の人工内耳医療
の有用性、安全性をさらに向上させるための資料を作成することを目的と
しています。

　本課題の研究代表者および共同研究者は資金や便宜の提供は受けて
いませんので利害の衝突は起こりません。なお，この研究の利害関係に
ついては，弘前大学臨床研究利益相反マネジメント委員会へ届出ており
ます。

日本耳鼻咽喉科学会（日本耳鼻咽喉科学会 理事　髙橋 晴雄）


